
 

 

 
 
 
 

健康長寿に貢献する老人大学 

大学運営要諦 

１ 公共性・公平性・公開性が大原則……………………… 福 山 市 の 高 齢 者 に 等 し く 機 会 を 

２ 老大の発展は 大切に思う者の自助努力で …………… 自 分 達 で 出 来 る こ と は 自 分 達 で 

３ 校内美化状況は 老大生の品格の表れ ………………… ご み を落とさない  掃 除は丁寧に 

４ 老大生のマナーは 地域社会への感謝の証 …………… 一般車両・歩行者優先 ウィンカーは早めに 

学生生活の合言葉 「健康と安全が1番」 
 
第５０期の開始に向けて                       飛田 洋悟 
学生の皆さん，講師の先生方，こんにちは。私は４月１日に学長に就任しましたが，今になっても皆さん方

とお会いすることができていません。本来なら，「おはようございます。こんにちは」とお迎えし，講座を見

て回って「頑張っておられますね」と声をかけ，帰られる時には「さようなら。お気をつけて」とお見送りを

しているはずなのに・・・残念でなりません。 

新型コロナウイルスの感染は，まだしばらく，先の見えない日々が続くと思われます。「人と人の接触を８

割減らせば必ず終息に向かう」と専門家は言っていますので，今はできるだけ家に居ることが求められている

のです。皆さんには，体操や読書，講座の自習など，お家でできることを自分なりに楽しんで続けてほしいと

思います。 

老大のことを大切に思って下さる皆さん，「冬来たりなば春遠からじ」，いましばらく，感染対策をしっかり

行って，コロナウイルスに負けずに過ごしていただければ，必ず，老大でお会いすることができると思ってい

ます。私は，皆さん方をお迎えできる日を楽しみにしています。 

 

新型コロナウイルスへの感染予防対策構築のために 
 

授業の開始を心待ちにして「 不要不急の外出」を控えていた老大生にとって，さらなる始業日延期はとて

も寂しいことではないかと思います。 

事務室では老大生への通知を準備しながら，始業時点の学習環境が 「安心で安全」を確保するための方法

を模索しています。 
 

１ 接触感染を防ぐために 
（１）登校の自粛要請 

   教科学習への興味関心や友達との会話を希望する老大生は，体調不良を感じつつも「頑張って登校  

する」傾向がありますが，本人や家族の健康を守って感染拡大を防止するためには，無理せず欠席す  

ることも重要です。 

そこで，今期は【全員に修了証書を授与し，皆勤賞はなしとする】とし，次のような連絡の場合は欠  

席扱いにしないこととします。 

① 発熱，強いだるさ（倦怠感），息苦しさなどの症状のある方 

② 味覚や臭覚に異常を感じる方 

③ 病中，病後などで体力が弱っている方や体調不良の方 

④ 家族や身近な関係者に発熱などの症状がある方 

⑤ 人が集まる場所に出かけることに不安のある方 

⑥ 講義などに行くことに不安のある方 
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（２）消毒の徹底 

 ① 消毒場所の確認 

接触による感染を防ぐためには，ウイルスに付着・汚染されている可能性のある場所を，学生が 

使用する前に消毒することが大切です。一人一人の行動（登校➝教室移動➝学習➝休憩➝学習➝下 

校）の流れを想起しながら，誰かが無意識に触る可能性のある場所を特定していきました。 

その結果，エレベーターなどのスイッチ，手すり，教室やトイレのドアノブ，教室のいすと机， 

パソコンのキーボードやマウスなどが挙げられました。 

   ② 消毒方法の具体化 

    消毒の方法は，次のようにします。 

   ○ 次亜塩素酸ソーダ（ハイター）を１０００倍程度に薄めた消毒液をつくる。 

   ○ 消毒液を，スプレーボトルに移す。 

   ○ スプレーボトルで消毒液を吹き付け，ペーパータオルで拭く。 

   ○ 使用したペーパータオルをまとめて処分する。 

    しかし，いつ・だれが・どのようにして消毒するのかが課題として残りました。 

  ③ 消耗品の確保 

    ②の作業を新型コロナウイルスの収束まで継続することを想定し，必要な消耗品を挙げると，次 

のようなものがありました。マスク同様，入手しにくい状況が続いている中，どう確保するかも課 

題として残っています。 

○ 手指消毒用……………消毒剤・手指消毒液・手洗い用石鹸 

○ 机などの消毒用………次亜塩素酸ソーダ・スプレーボトル・ビニール手袋・ペーパータオル等 
  

２ 密接（近距離での会話や発声）を避けるために 

 （１）自主クラブ活動中止（音楽・ダンスクラブは１年休部） 

（２）学生会図書の貸出中止 

（３）学生との近距離での会話（事務室対応） 

様々な質問への対応や教材等の印刷業務は老大においては不可欠で 

あり，講師と学生・学生同士以上に，学生と事務職員との接触の場面 

が多くなっています。だからこそ，互いの近距離での会話を減らすた 

めの手立てとして，事務室の前と後ろのドアを施錠し，ドア左の【事務対応窓口】を設けました。 

○ 窓口から，要件を伝える。 

○ 必要に応じて入室し，個別に対応する。 

○ 印刷・コピーは具体的に要望する。 

   ※ その際，紙幣やコインへの直接接触を避けるため，手袋を使用してトレーでの返金とします。 
 

３ 人の密集を避けるために 

（１）会議等の縮小 

老大運営では，学級委員長をはじめとする学級役員と事務室との連携が重要で，具体的に説明して 

の共通理解を得るための会議は，年度当初頻繁に実施されてきました。 

しかし，それらは会場と人数の関係から，密集を生み出してしまうことが多々あり，感染のリスク 

を高めることが危惧されます。 

そこで，各研修会等を厳選し，必要最低限の実施とします。 

（２）行事の見直し 

    各教科の講座だけでなく，老人大学では学生同士の親睦を深める行事を数多く予定していました。 

例えば，学級毎の親睦会・委員長研修旅行・文学講座・学生祭などが挙げられます。 

密集回避の視点から，これら一つ一つを計画段階から見直し，【実施・延期・中止】の判断が必要 

です。 


